
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
弾性圧搾可能な胴部の上端から口頸部２を起立する容器体１と、上記口頸部２に装着させ
た注出キャップ３とからなり、
　該注出キャップを、上記口頸部２の外面に嵌合させた装着筒部 11の上端から第１内向き
フランジ状壁 12を介して上方筒部 13を起立し、かつ該上方筒部の下端内面に第２内向きフ
ランジ状壁 14を付設したキャップ主体 10と、該キャップ主体の第２内向きフランジ状壁 14
上面に外周壁部分 21を載置させ、かつ上記第２内向きフランジ状壁 14のフランジ孔上方の
中央壁部分 24に切り離し面相互が圧接するスリット 26を穿設した弾性閉塞板 20と、上記キ
ャップ主体 10の上方筒部 13外面に固着筒部 31を嵌着させると共に、該固着筒部の上端に付
設した内向きフランジ状の頂壁 32下面と上記キャップ主体 10の第２内向きフランジ状壁 14
上面とで上記弾性閉塞板 20の外周壁部分 21を挟持させ、又上記頂壁 32の内周縁から注出短
筒部 33を起立し、更に、該注出短筒部の上面を閉塞する蓋板 34の後部を上記固着筒部 31の
後部上端へヒンジ部 35を介して結合させた補助キャップ 30とで形成し、

ことを特徴とする合成樹脂
製注出容器。
【請求項２】
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　上記蓋板 34の中央部下面に押圧棒 37を付設し、かつ該押圧棒の下端面で弾性閉塞板 20の
中央部を弾性に抗して押し込むことでスリット 26を開口させた

第２内向きフランジ状壁 14のフランジ孔上方の弾性閉塞板 20部分を半球面状に下方へ彎曲
させた請求項１記載の合成樹脂製注出容器。



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、胴部を弾性圧搾して収納液体を注出させる合成樹脂製注出容器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
【発明が解決しようとする課題】
この種容器として、弾性圧搾可能な胴部上端から上向き段部を介して上端部外径を小径と
する口頸部を起立する容器体と、口頸部の上面を閉塞する頂壁の周縁から短筒部を垂設し
て、該短筒部内面を小径とした口頸部上端部に嵌着させ、かつ上記頂壁に切り離し面相互
が圧接するスリットを穿設した弾性閉塞材と、口頸部外面に螺合させた筒状キャップとか
らなり、該キャップを外し、かつ容器体胴部を弾性圧搾させて容器体内の収納液体を加圧
することで、スリットを開口させて収納液体を注出させるよう形成したものがある。
【０００３】
上記従来容器では、弾性閉塞材をシリンコンゴムのようにやや高価な材料で成形したから
、コスト高となる不都合があり、又生産者から需要者の手に渡るまで長時間経過した場合
、或いは需要者が長時間使用しないで放置した場合等に、スリットの相互に当接する切り
離し面同志が接着して、注出時にスリットを十分に開口できなくなり、注出に支障を生じ
ることがあった。
【０００４】
本発明は、弾性閉塞材を小形としてコストの削減を図ると共に、不使用時にスリットを開
口させるよう形成することで、スリットの相互に当接する切り離し面同志が接着すること
を阻止するよう設けた。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　第１の手段として、弾性圧搾可能な胴部の上端から口頸部２を起立する容器体１と、上
記口頸部２に装着させた注出キャップ３とからなり、該注出キャップを、上記口頸部２の
外面に嵌合させた装着筒部 11の上端から第１内向きフランジ状壁 12を介して上方筒部 13を
起立し、かつ該上方筒部の下端内面に第２内向きフランジ状壁 14を付設したキャップ主体
10と、該キャップ主体の第２内向きフランジ状壁 14上面に外周壁部分 21を載置させ、かつ
上記第２内向きフランジ状壁 14のフランジ孔上方の中央壁部分 24に切り離し面相互が圧接
するスリット 26を穿設した弾性閉塞板 20と、上記キャップ主体 10の上方筒部 13外面に固着
筒部 31を嵌着させると共に、該固着筒部の上端に付設した内向きフランジ状の頂壁 32下面
と上記キャップ主体 10の第２内向きフランジ状壁 14上面とで上記弾性閉塞板 20の外周壁部
分 21を挟持させ、又上記頂壁 32の内周縁から注出短筒部 33を起立し、更に、該注出短筒部
の上面を閉塞する蓋板 34の後部を上記固着筒部 31の後部上端へヒンジ部 35を介して結合さ
せた補助キャップ 30とで形成し、

【０００６】
　第２の手段として、上記第１の手段を有すると共に、

【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明の容器は、容器体１と注出キャップ３とからなり、容器体１は、弾性圧搾可能な胴
部上端から肩部を介し、又は介することなく直接口頸部２を起立したものであり、シャン
プー , リンス , 洗剤液等の液体を収納させる。
【０００９】
注出キャップ３は、キャップ主体 10, 弾性閉塞板 20および補助キャップ 30からなり、キャ
ップ主体 10は、上記口頸部２の外面に螺合させた装着筒部 11を有し、該装着筒部の上端か
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上記蓋板 34の中央部下面に押圧棒 37を付設し、かつ該押
圧棒の下端面で弾性閉塞板 20の中央部を弾性に抗して押し込むことでスリット 26を開口さ
せた。

第２内向きフランジ状壁 14のフラ
ンジ孔上方の弾性閉塞板 20部分を半球面状に下方へ彎曲させた。



ら第１内向きフランジ状壁 12を介して上方筒部 13を起立すると共に、該上方筒部の下端内
面に付設した第２内向きフランジ状壁 14上面に係合突条 15を周設し、又上記上方筒部 13を
下方へ延長形成して、該延長形成部の外面を上記口頸部２の上部に嵌合させている。
【００１０】
弾性閉塞板 20は、外周壁部分 21を上記キャップ主体 10の第２内向きフランジ状壁 14上面に
載置させ、又外周壁部分 21の上面外半に係止突起 22を、かつ外周壁部分 21の下面中間に係
合溝部 23を、それぞれ周設すると共に、その係合溝部 23内へ上記係合突条 15を嵌合させ、
又上記第２内向きフランジ状壁 14のフランジ孔上方の中央壁部分 24下面に環状突起 25を周
設し、かつ該環状突起上端が囲む閉塞板部分にスリット 26を穿設している。該スリットは
、後述するように図１が示す補助キャップ 30を閉塞させた状態では開口し、かつ図３が示
す開蓋状態では、切り離し面相互が圧接して閉塞する。又図示実施形態では、スリット 26
を一文字状に穿設したが、十字状或いはＹ字状等、収納液体の粘度、使用量等を勘案して
適宜形状に穿設する。
【００１１】
補助キャップ 30は、上記キャップ主体 10の上方筒部 13外面に嵌合固着させた固着筒部 31を
有し、該固着筒部の上端に付設した内向きフランジ状の頂壁 32下面と上記キャップ主体 10
の第２内向きフランジ状壁 14上面とで上記弾性閉塞板 20の外周壁部分 21を挟持させると共
に、上記頂壁 32の内周縁に付設した短周壁 38の外面を上記弾性閉塞板 20の係止突起 22の内
面へ係止させ、又その短周壁 38を上方へ延長形成して、該延長形成部を斜め上外方へ起立
する注出短筒部 33とし、更に、該注出短筒部の上面を開閉自在に閉塞する蓋板 34の後部を
上記固着筒部 31の後部上端へヒンジ部 35を介して結合させ、又更に、その蓋板 34の外周部
下面から垂設した密閉筒部 36の内面を上記注出短筒部 33に嵌脱自在に嵌合させ、又更に、
その密閉筒部 36上端内方の蓋板部分を半球面状に下方へ彎曲させ、かつ該彎曲部の下面中
央部に付設した押圧棒 37の下端面で上記弾性閉塞板 20の中央部を弾性に抗して押し込むこ
とで、図２が示すように上記スリット 26を開口させている。
【００１２】
　収納液体を注出する場合は、図１が示す状態から図３が示すように、蓋板 34を開蓋する
。該 蓋で押圧棒 37がスリット 26から離れ、よって、該スリットは、切り離し面相互が圧
接して閉塞する。次に容器体胴部を弾性圧搾して容器体内を加圧すると、スリット 26が開
口して収納液体が注出され、又該状態から胴部の圧搾を解放すると、スリット 26は一旦閉
塞するが、再び開口して外気が容器体内へ吸入され、容器体内の負圧化が解消され、該負
圧状態解消でスリット 26は閉塞する。
【００１３】
尚弾性閉塞板 20は、シリコンゴム，合成ゴム或いは軟質樹脂材で成形し、他の部品は、適
宜合成樹脂材で成形する。
【００１４】
【発明の効果】
　本発明は上記構成とするもので、請求項１記載の発明の場合は、キャップ主体 10の第２
内向きフランジ状壁 14上面と補助キャップ 30の頂壁 32下面とで弾性閉塞板 20の外周壁部分
21を挟持させたから、弾性閉塞板 20を容易かつ確実に取付けることができ、又弾性閉塞板
20は、板状であって従来品の同種部材に比して小形で形成材料が少なくなるため、コスト
が削減され、更に、弾性閉塞板 20の中央壁部分 24に切り離し面相互が圧接するスリット 26
を穿設したから、蓋板 34を開蓋させ、かつ容器体胴部を弾性圧搾させて、容器体内液体を
加圧することで、スリット 26を開口させて収納液体を容易に注出でき、かつ該状態から容
器体胴部を解放すると、弾性閉塞板 20の中央壁部分 24が弾性復元してスリット 26が閉塞す
るから、使用後に蓋板 34を閉塞することを忘れても、収納液体が蒸発することが阻止され
る。
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開

又蓋板 34の中央部下面に付設した押圧棒 37の下端面で弾性閉塞板 20の中央部を弾性に
抗して押し込むことで、スリット 26を開口させたから、蓋板 34を閉蓋した状態では、スリ
ット 26が常時開口することとなり、よって、該スリットの相互に当接する切り離し面同志
が接着して注出に支障が生じることがない。



【００１６】
　請求項 記載の発明の場合は、 発明の効果を有し、かつ第２内向きフラ
ンジ状壁 14のフランジ孔上方の弾性閉塞板 20部分を半球面状に下方へ彎曲させたから、注
出時に注出短筒部 33内面に付着した水滴をスリット 26へ円滑に導くことができ、よって、
蓋板 34を閉蓋させてスリット 26を開口ｓさせると、該スリットからその水滴が容器体内へ
確実かつ円滑に流入することとなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明容器の一実施形態を示す要部縦断面図である。
【図２】　図１Ａ－Ａ線を矢示方向に見た同実施形態の横断面図である。
【図３】　同実施形態を開蓋状態で示す要部縦断面図である。
【符号の説明】
１…容器体　３…注出キャップ　 10…キャップ主体
20…弾性閉塞板　 30…補助キャップ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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２ 請求項１記載の



フロントページの続き

(56)参考文献  実開平０２－０７３１５１（ＪＰ，Ｕ）
              実開昭６２－０８２９５５（ＪＰ，Ｕ）
              特開平０７－３１５４０７（ＪＰ，Ａ）
              実開平０７－０２８０５６（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              B65D 47/08
              B65D 35/52
              B65D 47/20

(5) JP 3784529 B2 2006.6.14


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

